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皆様、いつも「地球環境防衛隊」の活動に温かいご支援とご協力をいただき、誠にあ

りがとうございます。 

 

 私たちはこれまで、熊本の地から「わくわく油田プロジェクト」をはじめとする、家

庭用廃食油の回収・リサイクル活動を推進してまいりました。地域のご家庭や学校、店

舗の皆様に支えられ、子どもたちが主体となって集めた一滴一滴の油が、地球の未来を

守る大きなエネルギーへと変わっています。 

 そしてこのたび、「地球環境防衛隊」はさらなる活動の広がりと持続可能な社会づく

りへの貢献を目指し、一般社団法人へと移行いたしました。 

  

私たちが最も大切にしているのは、子どもたち一人ひとりが「自分たちの行動で未来

の地球環境を変えることができる！」という誇りと自信を持ち、地球環境の問題を自分

自身のこととして考え、自ら進んで行動できる子どもたちを育てることです。 

 家庭で捨てられるはずだった油を集め、バイオ燃料へと生まれ変わらせる活動を通し

て、子どもたちは環境保全（ESD）の大切さを肌で学び、地域とつながる経験を重ねて

います。 

 

一般社団法人としての新たな一歩を踏み出すにあたり、私たちは行政・教育機関・企

業・地域の皆様との連携をいっそう深め、この取り組みの輪を熊本からさらに多くの地

域へと広げてまいります。 

 子どもたち一人ひとりが環境を守る「ヒーロー」として輝ける社会を目指し、隊員・

スタッフ一丸となって邁進してまいります。今後とも、変わらぬご理解とご支援を賜り

ますよう、心よりお願い申し上げます。 
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